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夢
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禽
都
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“
◎
響
“
娯
重
夢
◎
弓
食
鱗
費
な
◎
夢
食
‘
古
ハ
4
禽
膨
壷
4
愈
都
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4
償
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上
山
　
上
原
林
平
さ
ん

壷
患
壷
坐
壷
壷
壷
壷
壷
坐
患
坐
坐
患
坐
壷
壷
壷
坐
患
離

鎌
、
予

ロ

葎“
　
！

　
　
◆

　
昭
和
八
年
こ
ろ
の
上
山
青
年
会
「
じ
楊

よ
う
べ
し
流
し
」
の
写
真
で
す
。
　
「
じ
帯

よ
う
べ
し
流
し
」
は
、
年
に
一
回
開
か
帯

れ
二
日
間
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
宿
を
借
楊

り
て
酒
を
く
み
交
す
青
年
会
唯
一
の
娯
楊

楽
で
し
た
。
新
入
会
員
が
米
や
ミ
ソ
、
　
巌

野
菜
を
集
め
て
女
性
が
料
理
を
し
、
夕
楊

方
か
ら
飲
み
始
め
夜
を
明
か
す
強
者
も
労

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
宮
中
え
ん
楊

堤
の
工
事
景
気
で
、
芸
者
置
屋
も
数
軒
労

あ
り
ま
し
た
・
こ
の
こ
ろ
は
、
冬
に
な
労

る
と
夏
場
に
使
う
ニ
ナ
ス
セ
ナ
コ
ウ
菜
　
崇

ワ
ラ
ジ
、
ス
ッ
ペ
な
ど
を
作
る
の
が
男
労

衆
の
隻
で
し
た
・
ワ
ラ
を
二
～
三
把
帯

持
・
て
は
・
隣
近
所
藁
ま
り
世
間
話
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

し
を
し
な
が
ら
ワ
ラ
仕
事
を
し
た
も
の

で
す
・
　
　
　
　
　
　
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾
　
糸

楊帯搬楊帯梯

へ
　
る9

ゾ

ヘ
9
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“
づ

臨
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欝

■ツベルクリン反応検査及びBCG（S61．1．1～61．12．31生まれ）

（
　4月28日　14：00～15：00／保健センター／田沢地区

　4月30日

（
　5月6日　14：00～15：00／保健センター／貝野地区

　5月8日　清津峡地区

（
　5月11日　14：00～15：00／保健センター

　5月13日　高道山地区、倉俣地区

■母親学級

　4月24日　12：45～13：00／上村病院／妊娠中の栄養

四妊婦検診

　4月24日　13130～14：00／上村病院

■乳幼児検診

　4月17日　13：00～14：00／S61。4．2～61．9．30生保健センター

　5月1日　13：00～14：00／S50．4．2～60．9。30生保健センター

■結核検診

　4月27日　9：30～14：30／貝野地区

　4月28日　9：30～15：00／上山、田中、山崎

　4月30日　9：30～15：00／小原、桂、干溝、荒屋、芋沢

　5月1日　9：30～15：00／市之越、たかば、東田沢、豊里、

　　　　　　　　　　　　田沢、如来寺

　該当者には通知が行っています。

恥
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
添
肇
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
斧

⑫（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）
県口会議員投票日

15㈱
農地法関係許可申請〆切

16㈱
狂犬病予防接種（P9参照）
　老人工芸晶展（老人福祉センター　一般公開12：00～
　17日午前12：00まで）

17㈹
　心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00）

　乳児検診（右参照）

狂犬病予防接種（P9参照）

⑲（日）
休日救急医（池田医院費52－2581）

20（月）
飲酒運転追放の日

24働
心配ごと行政相談日（老人福祉センター　13：00～
16：00）

妊婦検診・母競学級（右参照）

⑳（日）
休日救急医（中条病院魯57－3018）
初黙展（ドライブインおもや2階10：00～17：00

酒器、花器、茶器、創作高野秋規）

27（月）
結核検診（右参照）

28（殉
ツベルクリン反応及ぴB　C　G、結核検診（右参照）

⑳㈱
休日救急医（山ロ医院魯52－2174）

30休）
結核検診（右参照）

1㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00）

清田山自然運動公園オープン
1歳半児検診、結核検診（右参照）

献血（保健センター前10：00～15：00）

③（日）
休日救急医（上村病院a63－2111）

4（月）
休日救急医（庭野医院費52－2711〉

5（幻
休日救急医（富田医院君52－3269）

6㈱
ッベルクリン反応及ぴB　C　G（右参照）

8㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00）

⑩（日）
休日救急医（津南病院君65－3161）

輪認確で課当担は際の用御のすまりあが合場るす更変※

今
月
の
翼
織

　
雪
割
り
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
の

も
よ
う
で
す
。
ひ
と
冬
雪
の
下

で
眠
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
は
、
独
特

の
臭
み
も
抜
け
て
、
消
費
者
か

ら
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
先
月
の
二
十
日
に
除
雪
し
た

畑
で
、
下
山
の
鈴
木
さ
ん
親
子

が
ガ
ン
バ
ッ
て
い
ま
し
た
。

　
　
編
集
後
記

▼
商
工
会
青
年
部
主
催
の
講
演

会
に
来
ら
れ
た
元
日
航
ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
の
倉
持
和
子
さ
ん
は

非
行
少
年
の
家
庭
に
は
笑
い
が

少
な
い
こ
と
を
上
げ
、
笑
い
の

大
切
さ
や
人
と
接
す
る
場
合
の

態
度
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
稲
の
種
も
み
の
消
毒
も
終
わ

り
い
よ
い
よ
忙
し
い
農
繁
期
を

迎
え
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に

は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
転
倒
事

故
が
発
生
し
ま
す
。
春
先
き
は

機
械
に
体
が
な
じ
ん
で
い
ま
せ

ん
の
で
余
裕
を
も
っ
て
農
作
業

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

だ
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昭和62年度一般会計予算

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
予
算
案
を
審
議
す
る
第
一
回

中
里
村
議
会
定
例
会
が
、
去
る
三
月
六
日
か
ら
十
三

日
ま
で
の
八
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
当

局
か
ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
総
額
三
十
七
億

五
千
七
百
五
十
万
八
千
円
が
提
案
さ
れ
、
審
議
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
六
十
二
年
度
の
予
算
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
施
設
を
近
代
化
し
て
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
生
徒
の
教
育
効
果
を
高
め
、

　
　
　
現
在
、
国
、
地
方
を
通

　
　
じ
高
度
経
済
成
長
期
に
肥

　
　
大
し
た
行
政
の
減
量
化
及

　
　
び
借
入
金
依
存
の
増
大
に

よ
っ
て
悪
化
し
た
財
政
構
造
の

健
全
化
が
行
財
政
の
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
に
乏
し
く
国
県
依

存
度
の
高
い
わ
が
村
に
と
っ
て

は
、
一
層
厳
し
い
財
政
環
境
に

置
か
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
行

政
各
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見

直
し
に
よ
り
経
常
経
費
の
削
減

　
　
　
　
　
　
ね
ん
し
ゅ
つ

を
進
め
財
源
を
捻
出
し
、
次
の

施
策
を
昭
和
六
十
二
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
取
組
む
所
存
で

す
。一

、
生
活
環
境
を
整
備
し
、
活

　
力
あ
る
村
づ
く
り

　
高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
、

産
業
の
振
興
と
住
民
生
活
の
基

盤
で
あ
る
国
県
道
並
び
に
村
道

及
び
農
林
道
の
改
良
促
進
に
努

め
ま
す
。

二
、
教
育
条
件
を
整
備
し
、
人

　
間
性
豊
か
な
村
づ
く
り

併
せ
て
住
民
の
研
修
の
機
会
を

設
け
て
学
習
意
欲
の
高
揚
に
努

め
ま
す
。

三
、
雪
を
克
服
し
、
住
み
よ
い

　
村
づ
く
り

　
過
疎
化
の
要
因
で
あ
る
雪
に

対
し
て
積
極
的
に
取
組
み
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
ま

す
。　

具
体
的
施
策
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
総
務
関
係
で
は
、
千
五
百
万

円
の
村
民
研
修
基
金
を
設
置
し

て
、
そ
の
運
用
益
の
活
用
に
よ

る
村
民
研
修
制
度
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
地
場
産
業
フ
ェ
ア

ー
を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
関
係
で
は
、
社
会
福
祉

法
人
「
中
里
村
社
会
福
祉
協
議

会
」
へ
の
助
成
を
強
化
し
、
老

人
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
活
動

体
制
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
衛
生
関
係
で
は
、
各
種

c＊oc一

雌
円

　
　
　
　
　
税
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
4
5

　
　
　
　
　
交
4

　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
胴

　
　
　
　
　
λ
　
翫

／
　
蝕
　
　
4

　
　
！

　
検
診
事
業
を
実
施
し
、
病
気
の

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

　
る
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
事
業

　
を
促
進
し
ま
す
。

　
　
農
業
関
係
で
は
、
農
業
構
造

　
改
善
事
業
と
し
て
農
業
技
術
拠

　
点
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
農
協

　
事
務
所
建
設
を
援
助
し
ま
す
。

　
壼
た
、
原
町
に
園
芸
経
営
近
代

　
化
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
関
係
で
は
、
商
工

　
業
の
振
興
策
と
し
て
、
産
業
育

　
成
資
金
の
貸
付
及
ぴ
企
業
誘
致

　
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
観
光
面
で
は
、
清
田
山
自
然

　
運
動
公
園
に
実
修
棟
を
整
備
す

　
る
。
当
間
山
麓
開
発
に
つ
い
て

　
は
、
鋭
意
進
行
中
で
あ
る
が
、

　
目
的
達
成
の
た
め
に
努
力
す
る
。

』
燭
　
　
　
　
　
　
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
破 村　債

4雁，347円

繰入金
23，132円

県支出金
25，971円

道
　
路
　
整
　
備

〈
村
道
〉

★
田
沢
山
崎
線
改
良

★
山
崎
荒
屋
線
改
良

★
清
田
山
線
改
良

★
通
り
山
清
津
線
舗
装

★
上
山
山
手
線
舗
装

★
干
溝
小
原
線
改
良

★
田
沢
山
崎
線

　
　
　
消
雪
パ
イ
プ

〈
林
道
V

★
角
間
土
倉
線
開
設

★
西
方
線
開
設

★
小
松
沢
線
改
良

★
田
代
線
改
良

★
小
出
田
代
線
改
良

★
田
代
線
舗
装

★
小
出
田
代
線
舗
装

天
。
m

三
二
m

四
8
m6

0
m

三
六
。
m

6
。
m

、職麟

農
　
業
　
振
　
興

★
農
協
事
務
所
建
設
事
業

★
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業

　
（
清
田
山
、
田
代
、
重
地
、

　
東
田
尻
、
倉
俣
の
五
地
区
）

★
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
野
中
地
区
区
画
整
理
一
・
五
㎏
）

★
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事

　
業
・
農
業
技
術
拠
点
施
設

　
（
農
協
事
務
所
二
階
部
分
）

★
園
芸
経
営
近
代
化
施
設
整
備

　
事
業
（
原
町
）

★
ほ
場
整
備
事
業
（
大
阪
の
下

　
一
・
七
㎞
）

　　　　分担金「
　　　及び負担金
　　　　7，683円

その他

21，452円

人
焔

民
あ
算

村
　
予

2

★
特
産
農
産
物
育
成
事
業

★
利
雪
実
験
事
業
（
雪
む
ろ
）

見い出したい新座市と
による活性化を

　
土
木
関
係
で
は
、
村
道
改
良

五
路
線
、
舗
装
三
路
線
を
行
う

外
、
防
雪
事
業
と
し
て
消
雪
パ

イ
プ
一
路
線
、
除
雪
ド
ー
ザ
を

一
台
購
入
し
ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
田
沢
小
学

校
の
改
築
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
都
市
と
の
交
流
事
業
や

田
代
の
神
楽
の
整
備
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
村
勢
の
着
実
な
前
進

を
期
し
て
施
政
方
針
と
し
、
村

民
各
位
の
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
方
面
に
わ
た
っ

て
き
め
細
か
な
事
業
が
計
画
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

四
七
五
m

6
0
m

天
O
m

一
〇
m

五
。
m

八
8
m

一
三
〇
m

六
六
〇
m

商
　
工
　
観
　
光

★
清
田
山
自
然
運
動
公
園
整
備

　
事
業
（
実
修
棟
建
設
）

★
当
間
山
麓
開
発
事
業

★
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
交
流
事

　
業

★
新
座
市
と
の
交
流

★
地
場
産
業
フ
ェ
ア
ー

★
健
康
づ
く
り
村
民
大
会

★
一
日
人
間
ド
ッ
ク
事
業

★
結
核
検
診

★
胃
ガ
ン
検
診

★
子
宮
ガ
ン
検
診

★
肺
ガ
ン
検
診

★
母
子
・
衛
生
推
進
事
業

★
村
民
健
康
検
診
事
業

★
乳
幼
児
検
診

★
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

★
老
人
短
期
保
護
事
業

★
地
域
組
織
活
動
育
成
事
業

★
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業

困

教
育
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー

★
田
沢
小
学
校
建
築
事
業

★
青
年
集
団
活
動
事
業

★
高
齢
者
講
座

★
家
庭
教
育
講
座

★
お
母
さ
ん
勉
強
室

★
青
年
講
座

★
成
人
講
座

★
芸
術
祭

★
田
代
神
楽
整
備
事
業

★
村
民
体
育
大
会

★
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
村
民
球
技
大
会

★
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

★
野
外
活
動
教
室

★
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
事
業

健
　
康
　
福
　
祉

★
乳
ガ
ン
予
防
教
室

★
糖
尿
病
予
防
教
室

ぞコ　

32，000千円

　　歳　入

㎜
…
…
…
2
6

出歳

村　税

3億19，｛

　
円

税
8
3

肪
億

トの他
億74，2

◆特別会計

国保事業会計・……5億29，585千円

国保施設会計…………70，209千円

老人保健会計・…・…4億6，612千円

簡易水道事業会計…………42，805千円

農業共済事業会計…………76，697千円

そ
　
　
の
　
　
他

★
村
民
研
修
制
度
事
業

★
克
雪
対
策
計
画
策
定
事
業

★
村
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
事

　
業

　
地
方
交
付
税
は
、
国
税
の
内

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
の
三

税
を
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公

共
団
体
に
国
が
一
定
の
基
準
で

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
税
収
は
、

経
済
の
発
展
の
仕
方
に
よ
っ
て

著
し
く
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
を
是

正
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
、
合
理
的
か
つ
妥
当
な
行

政
水
準
を
保
て
る
よ
う
、
必
要

財
源
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
中
里
村
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
の
当
初
予
算
で
十
億
九
千
四

百
万
円
、
今
年
度
予
算
で
十
一

億
七
千
二
百
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

要
望
し
て
い
る

　
　
　
国
県
事
業
の

　
　
　
　
　
　
主
な
も
の

〈
鴬
跳
改
良
〉

★
国
遭
三
五
三
号
線
（
葎
沢
）

★
中
深
晃
越
後
田
沢
停
車
場
線

　
（
倉
俣
、
重
地
、
芋
川
、
田
代
）

★
村
道
県
代
行

　
重
地
小
出
線
（
重
地
）

〈
道
路
改
良
・
薩
轄
〉

★
国
遵
一
一
七
号
線
（
駒
返
～

一
荒
屋
）
調
査
、
屠
地
興
収

〈災

書
防
饗
対
策
〉

★
国
遵
三
五
三
号
線
（
葎
沢
ー

　
倉
下
）

★
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線

　
（
堀
之
内
、
宮
中
）

★
県
道
清
津
公
園
線
（
小
出
）

〈
河
川
改
良
肇
僧
〉

★
七
川
（
上
山
）

〈
砂
防
ダ
ム
・
塵
轄
V

★
芝
倉
沢
砂
防
ダ
ム

〈
農
地
関
係
〉

★
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開

　
発
事
業
（
原
町
、
芋
川
）

★
広
域
農
道
（
仮
称
・
倉
俣
携
）

★
た
め
池
等
整
傭
事
業
（
六
ヵ
所
）

、
★
新
農
業
構
造
改
善
事
業
後
期

　
対
策
（
田
沢
地
区
特
定
地
区
）

〈
治
山
治
水
〉

★
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉
、

　
倉
下
、
角
間
、
田
代
）

★
復
旧
治
山
事
業
（
葎
沢
、
西
方
）

★
な
だ
れ
防
止
事
業
（
田
代
、

　
西
方
、
西
田
尻
、
土
倉
）

〈
公
園
整
備
・
清
津
峡
〉

★
大
崩
ト
ン
ネ
ル
補
修
他
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褻

、
麟

◎

視
察
日
記

、

三
月
十
日

　
の

酬
脚
一
行
二
十
九
名
が
朝
日
村

を
め
ざ
し
て
役
場
を
後
に
す
る
。

　
　

附
α
心
目
的
地
で
あ
る
朝
B
村
の

み
ど
り
の
里
（
物
産
会
館
、
食

堂
、
資
料
館
等
を
設
置
）
に
到

着
。
増
子
館
長
さ
ん
に
あ
い
さ

つ
し
た
後
食
堂
で
昼
食
を
と
る
。

昼
食
を
済
ま
せ
た
後
．
館
長
さ

ん
か
ら
み
ど
り
の
里
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
る
。
人
ロ
一
万

三
千
八
百
人
の
朝
臼
村
は
全
国

で
も
二
番
目
に
大
き
い
村
と
の

こ
と
。
昨
年
の
四
月
二
十
八
日

に
オ
ー
ブ
ン
し
た
ば
か
り
な
の

に
、
す
で
に
四
万
人
が
利
用
し
、

売
上
目
標
の
一
億
二
干
万
円
も

達
成
さ
れ
る
見
込
み
と
の
こ
と
。

こ
の
み
ど
り
の
里
に
、
今
年
度

ま
で
に
三
億
五
千
万
円
を
投
入

し
て
い
る
と
の
こ
と
な
ど
伺
う
。

　
の
門
沿
み
ど
り
の
里
か
ら
二
百
層

　
　

と
離
れ
て
い
な
い
所
の
猿
沢
農

産
加
工
を
訪
問
、
山
村
農
業
活

働

お
年
よ
り
や
子
ど
も
の
憩
の
場

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て

こ
れ
は
い
い
な
あ
ー
と
思
い
ま

し
た
。
も
う
一
つ
の
猿
沢
農
産

加
工
組
合
も
わ
ず
か
六
人
で
、

一
人
二
百
万
円
以
上
も
出
資
し

て
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

よ
く
や
っ
て
い
る
な
あ
ー
と
感

心
し
ま
し
た
。
見
る
も
の
聞
く

こ
と
全
て
に
驚
い
て
き
ま
し
た
。

［
脚
國
朝
日
村
の
物
産
館
の
品

数
の
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

木
工
品
の
何
万
円
も
す
る
の
か

ら
、
焼
き
物
、
ワ
ラ
工
品
、
漬

物
加
工
と
何
で
も
あ
り
、
こ
の

地
域
は
資
源
が
豊
富
だ
な
あ
ー

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
昨

年
の
四
月
二
十
八
日
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
な
の
に
一
月
ま
で

に
四
万
人
も
訪
ず
れ
て
い
る
こ

と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
漬

物
加
工
な
ど
を
一
生
け
ん
め
い

や
っ
て
い
る
人
を
見
て
自
分
も

何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

園
團
農
協
、
役
場
、
グ
ル
ー

弓
、
つ

特
産
品
開
発
座
談
会

4

　
三
月
十
日
十
一
日
の
両
日
、
村
内
の
婦
人
グ
ル
ー
プ

と
普
及
所
、
農
協
、
役
場
担
当
者
か
ら
な
る
一
行
二
十

九
名
が
、
県
北
の
朝
日
村
に
、
特
産
品
開
発
先
進
地
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
の
成
果
を
よ
り
多

く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
座
談
会
を
計

画
し
て
み
ま
し
た
。

よ
き
リ
ー
ダ
ー
が
い
た

　
　
　
　
　
　
　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

［
圏
園
朝
日
村
物
産
館
の
品
数

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
よ
り
も
み
ど
り
農
家
生
活
研

究
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
お

ら
れ
た
和
田
サ
キ
さ
ん
の
人
柄

に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
人
が
い
ら

な
い
物
が
あ
れ
ば
三
時
起
き
を

し
て
も
取
り
に
行
く
と
い
う
情

熱
と
旅
行
に
行
っ
て
も
常
に
新

製
品
開
発
に
つ
な
げ
る
と
い
う

や
る
気
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

團
和
田
サ
キ
さ
ん
の
ワ
ラ

工
品
に
一
番
興
味
を
覚
え
ま
し

た
。
そ
の
三
十
数
種
と
い
う
品

数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
も
の
を
習
得
す
る

た
め
に
は
も
の
す
ご
い
苦
労
が

あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま

と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
特
産
品
開
発
を
す
る
場
合
、

住
民
だ
け
一
生
け
ん
め
い
に
な

っ
て
も
ダ
メ
で
す
し
、
関
係
機

関
だ
け
で
旗
を
振
っ
て
い
て
も

ダ
メ
な
ん
で
、
今
回
の
視
察
は

と
て
も
よ
い
形
だ
と
思
い
ま
し

た
。圏

脳
麗
ワ
ラ
細
工
に
し
て
も
漬

物
加
工
に
し
て
も
、
共
同
の
仕

事
場
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
倉

俣
に
は
ク
ラ
ブ
と
い
う
建
物
が

あ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
で
あ
れ
ば
ち
ら

か
し
て
も
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど

今
度
新
し
い
公
民
館
に
な
っ
た

ら
そ
う
い
う
わ
け
に
も
行
か
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
和
田
さ

ん
の
所
に
し
て
も
岩
室
農
協
で

も
古
屋
を
改
造
し
た
程
度
の
も

の
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
場
所

が
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

圏
曝
囲
蚕
の
ま
ゆ
で
作
る
シ
ル

ク
フ
ラ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が

市
之
越
で
も
蚕
を
飼
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
と
き
出
る
ク
ズ

ま
ゆ
を
利
用
し
て
や
っ
て
み
た

し
た
。
土
産
品
を
買
っ
て
き
て

自
分
で
作
っ
て
覚
え
、
人
に
教

え
て
き
た
と
い
う
こ
の
姿
勢
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

材
料
に
し
て
も
、
ワ
ラ
や
ガ
マ

な
ど
を
刈
る
時
期
の
研
究
を
し

て
、
い
て
驚
き
ま
し
た
。

團
わ
た
し
も
和
田
サ
キ
さ

ん
の
所
が
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
昔
、
蚕
を
飼
っ
て
い

た
と
き
の
平
屋
を
改
造
し
た
建

物
の
中
に
は
、
ワ
ラ
細
工
の
部

屋
と
漬
物
加
工
の
部
屋
の
外
に

二
十
畳
ほ
ど
の
部
屋
が
あ
り
、

c

　
　
　
　
口

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
冬
の
仕

事
と
し
て
定
着
で
き
れ
ば
最
高

で
す
け
ど
ね
。

圃
圓
わ
た
し
た
ち
が
視
察
に

行
っ
て
い
た
と
き
津
南
町
の
穴

山
の
人
た
ち
が
朝
日
村
か
ら
講

座
談
会
メ
ン
バ
ー

桑山富高斉

原田井橋喜
文コ正

作
ワ
ラ
細
工
（
倉
俣
）

ウ
み
の
り
会
（
倉
俣
）

代
婦
人
グ
ル
ー
プ
（
市
之
越
）

リ
ヨ
ウ
婦
人
グ
ル
ー
プ
（
清
田
山
）

京
子
艸
瀞
瑠
鍛
礫
敵
敗
普
及
所

Or“マ1

の里にて

〔
司
会
〕
総
務
課
広
報
担
当

朝日村みどり

師
を
招
い
て
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー

の
講
習
会
を
開
い
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
っ
く
り
真
似
す
る

の
で
は
な
く
少
し
工
夫
を
加
え

て
や
っ
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
製
晶
づ
く
り
で

　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
を
P
R
し
た
い

プ
の
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ

て
視
察
し
て
き
た
と
い
う
所
に

今
回
の
研
修
会
の
意
義
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
そ

う
で
す
が
、
よ
い
活
動
の
裏
に

は
よ
い
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
こ
と

と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
か
な
り
の

持
ち
出
し
を
覚
悟
し
て
い
て
、

損
得
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
上
の

何
か
を
見
つ
け
て
や
っ
て
い
ま

す
ゆ
特
産
品
開
発
は
、
損
得
だ

け
を
考
え
て
い
た
ん
で
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
目
で

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
心
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
で
き
る
立
場
で

一
生
け
ん
め
い
や
っ
て
い
る
こ

アイディアが次々と出た座談会

　
隔
騒
圃
何
と
い
っ
て
も
数
が
あ

る
の
は
ワ
ラ
ビ
だ
の
ー
。
こ
の

ワ
ラ
ビ
の
漬
物
を
や
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
年
よ

り
の
中
に
は
、
盆
栽
の
上
手
な

人
が
い
ま
す
。
茶
ワ
ン
花
や
桔

梗
な
ど
の
実
生
栽
培
を
行
い
鉢

植
え
に
し
て
出
し
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
ス
ズ
ラ
ン
の
場
合

花
は
全
部
摘
み
と
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
逆
に
ま
っ
赤

な
実
を
つ
け
た
も
の
を
鉢
植
え

に
し
て
出
す
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
。

圏
ア
ン
ニ
ン
ゴ
（
ウ
ワ
ミ

ズ
ザ
ク
ラ
）
の
実
で
作
る
果
実

酒
は
、
ピ
ン
ク
色
で
と
て
も
口

当
り
が
い
い
ん
で
す
よ
。
こ
ん

な
所
に
も
目
を
向
け
た
ら
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

∞　

贈
闘
一
シ
ミ
大
根
を
先
般
新
潟

で
行
わ
れ
た
研
修
会
に
も
っ
て

い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
雪
国
な
ら
で
は
の
物
も
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

騒
“
幽
米
の
粉
と
大
豆
の
粉
を

練
り
合
せ
て
作
る
「
こ
ど
う
ふ
」

も
い
い
も
ん
で
す
よ
。
こ
う
い

う
も
の
が
製
品
化
さ
れ
れ
ば
、

転
作
田
の
大
豆
が
利
用
で
き
る

の
で
い
い
で
す
ね
。

翻
麗
昔
は
よ
く
カ
キ
ア
ン
ボ

を
つ
く
っ
た
も
ん
で
す
よ
。
カ

キ
を
煮
て
こ
し
て
米
の
粉
と
ま

ぜ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
と
っ

て
も
う
ま
い
も
ん
で
す
よ
。
こ

う
い
っ
た
も
の
を
松
之
山
温
泉

の
し
ん
こ
モ
チ
の
よ
う
な
名
物

に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

皿∞

麟
園
鵬
特
産
品
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村

の
イ
メ
ー
ジ
を
周
り
に
P
R
す

る
た
め
、
徳
島
県
の
阿
波
町
で

は
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
を
街
中
に

植
え
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
熱
気
球
に
よ
る
夢
想
祭
な
ど

様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

鵬
國
闘
清
田
山
自
然
運
動
公
園

の
一
部
に
一
面
お
花
畑
み
た
い

な
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
ー
と

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
岩
ツ

ツ
ジ
を
植
え
て
み
ま
し
た
。
そ

れ
と
、
傾
斜
を
利
用
し
水
遊
ぴ

の
で
き
る
よ
う
な
施
設
が
ほ
し

い
で
す
ね
。

十
日
町
の
ク
ロ
ス
ー
0
に
板
で
作

っ
た
民
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
カ
ヤ
ブ
キ
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
に
し
て
作
っ
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
．
斉
喜
さ
ん
な
ら
で
き

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

特
産
晶
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
仲
間
づ

く
り
か
ら

脳
繭
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に

は
じ
め
た
会
で
す
。
現
在
、
会

員
は
十
二
名
で
、
コ
ウ
ジ
、
ミ

ソ
、
シ
ョ
ゥ
ユ
ノ
ミ
、
三
五
八

を
試
作
し
て
い
ま
す
。
去
年
、

休
耕
田
を
利
用
し
て
ア
サ
ヅ
キ

を
共
同
栽
培
し
た
ん
で
す
け
ど
、

夏
場
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
人

ば
っ
か
り
な
ん
で
す
よ
。
今
後

は
、
夏
場
に
手
の
あ
る
人
と
組

ん
で
余
っ
た
野
菜
を
漬
け
込
ん

で
お
き
、
冬
場
の
仕
事
を
増
や

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
の
り
会
で
一
番
の
問
題
は

施
設
で
す
。
現
在
、
借
り
て
い

る
所
は
三
年
契
約
で
、
そ
の
後

場
所
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
悩
み
の
た
ね
で
す
。

四
闇
倉
俣
の
沢
に
ワ
ラ
ジ
づ

く
り
の
仲
間
が
四
人
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
シ
メ
縄
を
始
め
ま
し

た
。
ワ
ラ
細
工
も
、
わ
た
し
た
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§

年
商
聞
億
七
千
万
円

　
　
秋
田
の
田
舎
潰

　
「
秋
田
の
田
舎
漬
」
は
秋
田

県
の
優
良
土
産
品
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
生
産
は
、
平

鹿
町
浅
舞
婦
人
漬
研
究
会
が
担

っ
て
い
る
。

　
こ
の
研
究
会
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
斉
藤
裕
子
さ
ん
は
、
日
本

で
米
の
余
り
出
し
た
昭
和
四
十

二
年
に
「
日
本
で
米
が
余
る
の

は
お
か
し
い
。
や
が
て
農
民
が

米
を
つ
く
れ
な
く
な
る
時
が
く

る
に
ち
が
い
な
い
」
と
考
え
た

今
日
の
苛
酷
な
減
反
の
は
じ
ま

り
を
、
第
一
次
減
反
開
始
の
三

年
前
に
予
想
し
て
い
た
。
そ
し

て
「
そ
う
な
っ
た
ら
農
家
は
野

菜
を
作
る
し
か
な
い
が
、
野
菜

の
価
格
は
暴
落
す
る
か
ら
、
漬

物
加
工
を
や
ろ
う
」
と
考
え
、

同
志
を
集
め
潰
物
技
術
の
習
練

を
開
始
し
た
。
昭
和
四
十
五
年

に
婦
人
会
で
漬
物
を
研
究
し
て

い
た
グ
ル
ー
プ
と
農
協
婦
人
部

の
漬
物
グ
ル
ー
プ
が
合
体
し
て

新
組
織
を
作
っ
た
。
そ
し
て
下

漬
や
本
漬
の
研
究
に
努
力
し
て

き
た
。

　
現
在
で
は
、
三
十
人
の
漬
物

工
場
が
セ
ン
タ
：
の
役
割
を
果

し
、
こ
の
他
に
四
百
軒
を
超
え

る
下
漬
加
工
業
者
を
組
織
し
て

い
る
。
今
で
は
、
年
産
一
億
七

千
万
円
の
地
場
産
業
に
成
長
し

て
い
る
。

ち
よ
り
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
し

な
い
の
で
仲
間
を
見
つ
け
る
の

も
大
変
な
ん
で
す
よ
。
け
れ
ど

冬
な
ど
家
に
若
手
が
い
れ
ば
、

コ
タ
ツ
に
入
っ
て
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
の
が
関
の
山
で
す
か
ら

や
っ
ぱ
り
何
か
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
共
同
の
作
業
所
が
あ
れ
ば
、

五
～
六
人
集
ま
っ
て
一
つ
の
製

品
を
分
担
し
な
が
ら
で
き
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
仕
事
場
を
確
保
し

た
い
で
す
ね
。
で
き
れ
ば
和
田

サ
キ
さ
ん
の
所
の
よ
う
に
、
婦

人
と
老
人
、
子
ど
も
が
一
緒
に

利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
が
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
の
施
設
も
新

し
く
作
る
の
で
は
な
く
、
公
共

の
建
物
の
遊
休
施
設
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

團
國
新
井
市
に
は
、
平
丸
と

い
う
ワ
ラ
工
品
の
有
名
な
所
が

あ
り
ま
す
。
新
井
市
内
に
は
、

農
産
加
工
と
研
修
所
が
一
緒
に

な
っ
た
よ
う
な
農
村
婦
人
の
家

が
あ
る
し
、
高
齢
者
の
創
作
館

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
創
作
館
に

は
、
木
を
磨
く
人
、
ワ
ラ
細
工

を
す
る
人
、
焼
き
物
を
す
る
人

と
い
っ
た
具
合
に
、
自
分
の
得

意
な
コ
ー
ス
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
お
年
よ
り
の
生
き
が
い
対

策
と
し
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

團
昨
年
共
同
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
た
ん
で
す
。
と
い

っ
て
も
き
ち
ん
と
し
た
グ
ル
ー

プ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
集
落

の
ま
と
ま
り
は
い
い
ん
で
す
け

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
年
代
の
人

が
少
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
松
代
町
の
ミ
ソ
、
コ
ウ

ジ
づ
く
り
を
村
中
で
見
学
し
て

き
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
、
お

父
さ
ん
た
ち
が
転
作
田
に
は
い

っ
ぱ
い
大
豆
が
あ
る
か
ら
女
衆

は
ガ
ン
バ
レ
ヤ
と
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
行

動
に
移
せ
な
い
状
況
で
す
。

風
一
國
今
の
と
こ
ろ
何
の
組
織

も
な
い
ん
だ
け
ど
、
よ
そ
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

て
み
て
み
ん
な
が
様
々
な
問
題

を
抱
え
な
が
ら
も
一
生
け
ん
め

い
や
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
自

分
た
ち
も
何
か
や
ら
な
け
れ
ば

と
仲
間
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
仲
間
づ
く
り
が
容
易

で
な
い
ん
で
す
よ
。
二
十
六
軒

の
内
の
半
分
は
冬
場
出
機
を
織

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
と
こ

ろ
か
ら
仲
間
づ
く
り
を
や
っ
て

い
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

状
況
で
す
が
、
二
十
三
日
に
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
話
し
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

園
仲
間
づ
く
り
を
す
る
場

合
、
あ
ん
ま
り
人
数
が
多
い
と

意
見
が
合
わ
な
く
て
う
ま
く
い

か
な
い
ん
で
す
よ
。
せ
い
ぜ
い

十
人
ど
ま
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
も
二
人
ー
三
人
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
つ
も
り
で

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

施
設
づ
く
り
は
住
民
の
声
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
や
農
協
へ

の
要
望

置癒罫響顯
みどり農家生活研究会の和田さん

婦人活動の活発化に期待が（農村婦人の家

路
が
大
変
な
ん
で
す
よ
。
朝
日

村
の
特
産
館
み
た
い
な
施
設
が

ほ
し
い
で
す
ね
。
東
田
尻
の
清

津
川
沿
い
な
ん
て
い
い
と
思
い

ま
す
よ
。

圓
今
回
の
研
修
会
に
参
加

し
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た

し
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が

い
る
こ
と
を
心
強
く
思
い
ま
し

た
。
今
後
も
こ
う
し
た
研
修
会

の
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

圃
今
後
も
こ
う
し
た
会
を

つ
づ
け
、
み
ん
な
で
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
新
し
い
特
産
品
づ
く

り
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
普
及
所
と
し

て
も
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

團
本
日
は
、
お
忙
し
い
中

を
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
和

田
サ
キ
さ
ん
の
よ
う
な
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
で
の
話
し
合
い
の
中

か
ら
、
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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團
前
に
も
お
話
し
を
し
ま

し
た
が
い
ま
一
番
問
題
な
の
が

施
設
の
確
保
な
ん
で
す
よ
。
確

か
な
情
報
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど

倉
俣
に
農
産
加
工
所
が
で
き
る

と
い
う
話
し
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
場
所
が
集
落
の
中
心
か
ら

は
ず
れ
た
所
の
よ
う
な
の
で
、

作
る
の
な
ら
、
も
う
少
し
中
央

に
し
て
い
た
だ
き
み
の
り
会
も

そ
の
中
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

團
わ
た
し
も
そ
の
事
を
耳

に
し
た
の
で
す
が
、
あ
の
場
所

で
は
、
冬
場
道
踏
み
も
容
易
で

な
く
利
用
し
に
く
い
と
思
い
ま

す
。
村
や
農
協
で
施
設
を
つ
く

る
場
合
は
、
集
落
の
人
た
ち
も

計
画
段
階
か
ら
参
加
さ
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

團
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
と
い
う

段
階
で
す
が
、
二
～
三
人
で
も

や
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
農
協
や
役
場
の
中
に

親
身
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

窓
口
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ

が
な
い
と
ど
う
し
て
も
尻
つ
ぽ

み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

圏
圓
特
産
物
を
作
っ
て
も
販

滑
っ
で
転
ん
で
婆
顔
満
關

　
三
月
三
十
一
日
、
四
月
一
日

の
両
日
、
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
一
行
十
七
人
が
当
村
を

訪
ず
れ
ま
し
た
。
今
回
、
来
村

し
た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
十
四
人

と
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
の
児
玉
さ
ん
と
引
率
の
先

生
二
人
で
す
。

　
午
後
一
時
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
大
集
会
室
で
田
沢
剣
道
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
二
十
五
名
と
合
流
。

交
換
会
の
後
、
早
速
、
上
山
遊

ぐ
、

ハイポーズソリ遊ぴで交流を増す

新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
来
村

園
地
に
設
営
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
プ

台
な
ど
の
ス
ロ
ー
プ
で
ソ
リ
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
ワ
ア
ー
！
ス
ゲ
ー
」
　
「
ヤ

ッ
タ
ー
」
大
き
な
歓
声
が
飛
び

交
い
ま
す
。
あ
い
に
く
の
雪
ま

じ
り
の
天
候
に
も
負
け
ず
に
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
飛
び
回
り
、

休
憩
時
に
用
意
さ
れ
た
甘
酒
に

舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。
約

三
時
間
の
健
闘
で
長
ぐ
つ
の
中

は
ビ
シ
ョ
ぬ
れ
に
な
り
、
総
合

セ
ン
タ
ー
の
玄
関
で
は
、
足
が

抜
け
な
く
な
り
友
達
同
士
で
引

っ
ぱ
り
合
う
光
景
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
夜
は
、
二
人
一
組

で
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
七

人
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
ま

し
た
。
干
溝
の
江
口
優
君
の
家

に
は
、
本
田
君
と
杉
原
君
が
泊

ま
り
ま
し
た
。
優
君
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
思
い
出
に
残
る
よ

う
に
と
外
に
カ
マ
ク
ラ
を
作
っ

て
く
れ
、
そ
の
中
で
夕
食
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ワ
ラ
を
燃
や
し
て
鳥

追
い
の
行
事
を
再
現
。
ス
ッ
ポ

ン
や
ワ
ラ
帽
子
を
か
ぷ
さ
せ
て
も

ら
い
二
人
は
得
意
満
面
。
ま
た
、

夜
空
か
ら
降
る
白
い
雪
に
「
じ

ー
と
見
て
い
る
と
吸
い
込
ま
れ

曳
・

，
皐
磯
肇

蒙
雛

＾
簸
響

ホームスティーの家で雪国満喫

る
み
た
い
」
と
雪
国
の
夜
を
た

ん
能
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
す
ば
ら
し
い
好
天

に
恵
ま
れ
鷹
羽
で
ス
キ
ー
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
ス

キ
ー
を
履
く
子
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
何
と
か
展
望
台
付
近

ま
で
登
り
、
周
り
の
雪
景
色
を

な
が
め
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
滑

降
で
す
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
下

山
。
転
ん
で
は
起
き
、
起
き
て

は
転
び
な
が
ら
も
無
事
下
山
し

ま
し
た
。
昼
食
は
、
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
作
っ
た
豚
汁
に
舌
つ
づ
み
を

打
ち
な
が
ら
大
き
な
お
に
ぎ
り

を
ほ
う
ば
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
休
み
に
は
、
当
村

の
子
ど
も
た
ち
が
新
座
市
に
行

っ
て
、
ナ
イ
タ
f
や
西
武
遊
園

で
交
流
を
す
る
予
定
で
す
。

初めての体験に胸踊る新座市の子どもたち

【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

職
名
　
　
氏
　
名

簿
田
沢
小
学
校

名
　
教
諭
　
中
川
カ
ッ
ミ

動
”
今
成
栄
一

異
”
小
川
昌
子

事人
養
教
笠
原
圭
子

薗
貝
高
道
山
小
学
校

職
校
長
杉
山
悦
郎

教
教
頭
佐
藤
験
四
郎

生　
　
教
諭
　
井
沢
　
弘
子

　
　
講
師
　
風
巻
　
千
明

先
倉
俣
小
学
校

は
教
頭

お
儲

O
O
　
’

ー

南
雲
　
昭
治

広
田
　
葉
子

鱒
　
　
博
文

松
原
　
秀
映

学
校
名

東
　
　
小

塩
沢
小

十
日
町
小

東
　
　
小

中
越
教
育

事
務
所

二
田
小

西
　
　
小

期
間
満
了

上
郷
小

清
津
峡
小

桜
が
丘
小

大
渕
小

ん
貝
野
小
学
校

こ　
　
教
頭
　
海
津
　
定
一
　
北
鯖
石
小

　
　
清
津
峡
小
学
校

で　　
教
諭
　
宮
沢
　
典
子
　
千
手
小

気
鑛
古
沢
嘉
奈
子
期
間
満
了

元　
　
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校

　
　
教
諭
関
　
豊
千
手
小

お
窒
中
学
校

生
教
諭

先
”主

事

岩
坂
　
　
茂
　
塚
山

小
島
　
定
司
　
新
井

若
月
　
新
作
　
川
治

中中小

【
転
入
さ
れ
た
先
生
】

氏
　
名
　
　
　
学
校
名

恩
田
百
合
子
水
沢
小

志
村
　
博
子
　
相
川
小

西
本
　
直
史
　
新
採
用

権
瓶
　
圭
子
　
新
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地方産業育成資金のご利用を

　昭和62年度から下記のとおりに地方

産業育成資金が変更されます。

（1）取扱金融機関

新潟相互銀行中里支店

新潟県信用組合十日町支店

（2）貸付けの申請手続

従来は毎月申請を受理いたしました

　が、今後は4月、7月、10月、12月、の

　各月15日までに申請をしてください。

詳しくは、中里村商工会まで。

医療費の助成拡大

　重度心身障害者医療費

今までは、重度心身障害者医療費助

成を受けられる人は、身体障害者手帳

の1、2級をもっている人で、介護を必

要とする人が対象となっていました。

しかし、4月1日からは、介護を必要

としない人も対象になります。また、

療育手帳Aの所持者も対象となります。

（ただし、64歳までの人です。）

うるおいと安らぎの緑を育てよう

　緑の羽根募金にご協力を

ヂ
”鷺k

蕊

斉藤　満さん
　　　　（20歳・通り山）

森林資源の荒廃は、文明をも滅ぽす

といわれています。緑はわたしたちに

やすらぎを与え、また、空気を浄化し

国土を保全してくれます。わたしたち

はこの緑の効用を理解し、緑の輪を広

げましょう。

　4月1日～4月30日までの1ヵ月間
緑の羽根募金を行っています。4月の

中旬にみなさんのところに募金袋がい

きましたら、ご協力をお願いします。

造林補助の活用を

今年度も造林、保育の助成を受けて、

活力ある森林を造成しましょう。

水源かん養など、多くの有益な機能

を持つ広葉樹林の整備も助成していま
す。

詳しくは、役場開発課または、十日

町森林組合まで（費58－3115）

　愛犬の予防注射
　　　％・箔忘れずに

狂犬病の予防接種が、4月16日・17日

に行われます。愛犬を飼っている人は

役場からの文書をよく読んでお忘れな

いようにお願いします。また、愛犬の

散歩の際のフンは、必ず始末してくだ
さい。

不明な点は、役場保健課まで

国家試験に直接するものと誤認しやすい

民間団体の実施する講習に気をつけて

国が実施する資格の名称を表示し、

これに直接関係すると誤認させる内容

で講習会等の受講の勧誘を行い、これ

を主張する民間団体と申し込みをした

人との間で諸々のトラブルを起こして

いる例があります。

　トラブルが後を絶たない原因は、勧

誘者が国、または地方公共団体の名称

を使用し、電話、ダイレクトメール等

により、申し込みの期限が迫っている

との印象を与えるなど巧みな方法で相

手を信用させているからです。

国家試験や講習会の個人勧誘はやっ

ていませんので十分注意してください。

総合センターの夜間休館目が

次のように変りました

　4月から総合センターの夜間利用の

休館日が、月曜日となりましたのでお

知らせいたします。なお、その外の日

はいままで通りご利用ください。

公民館では各種行事を計画していま

すので・みなさんの参加をお願いします。

スバイクタイヤの

　早期交換についてお願い

　県では、スパイクタイヤの使用によ

って生ずる健康への影響を軽減するた

めに「スパイクタイヤ不使用」の周知

徹底に努めています。

　ドライバーの皆さん、スパイクタイ

ヤの早期交換にご協力をお願いします。

枯草焼きは

　　火の始末を確実に

雪消えとともに、農作業の耕起が始

まります。この際、枯草や落葉を燃や

しますが、野火は非常に見えません。

念には念を入れて、火が木などに燃え

移らないよう十分注意してください。

村内でも毎年、数件の山火事が発生

しています。その原因の多くが、安易

な火入れです。山では水がなく消火活

動が思うようにできませんので、十分

注意してください。

労働保険料の

　申告納付はお早目に

昭和62年度の労働保険料の申告と納

付の受付けが4月1日から5月15日ま

で行なわれています。

　まだ手続きが終っていない事業主の

方はお早目に保険料を添えて最寄りの

銀行または郵便局に申告納付してくだ
さい。

駐車違反は2．5倍に

　雪道路交通法一部改正

道路交通法の一部改正がこの4月1

日から施行されています。この内容を

見ますと反則金の大幅な引き上げがあ

ります。

〔例〕

◎速度超過（15K％以上20K％未満）

　普通車…現行8，000円→12，000円に

◎駐車違反

　普通車…現行5，000円→10，000円に

◎信号無視や追越違反

　普通車…現行6，000円→9，000円に

★違反点数

駐停車禁止場所違反…現行1点→2点

速度超過25K％以上30K駈未満

　　　　現行6点→3点（軽減）
村内の道路でも違法駐車が目立ちま

す。中には一年中同じ所に停めている

車も見受けますがやめるようにお願い

します。

サラリーマンの奥さん国民年金

の加入手続きはおすみですか

十日町市内の電気工事会社に

勤めている。1目の仕事が終わ

った瞬間、帰ったら何をしよう

かと考えている時が一番楽し

い。趣味はコルフ。といっても

ファミコンのゲームで年がいも

なく夢中になっている。性格は

気が長い万であまりふかく考え

込まない9イブ。夢はこれとい

ってないが結婚して平凡に暮ら

せたらと思う。理想の女性は髪

の長い少したれ目なやさしい人。

村への要望は村内に働きロがも

っと増えてほしい。

奥さん国民年金の届出はすませまし

たか？アラ！忘れていたわ。アラ！わ

たしまだだわ。などと言われる人は今

すぐ役場の年金係で国民年金の加入手

続きをしてください。

昨年の4月から実施された、新国民

年金制度では、日本に住む20歳以上60

歳未満の人たちは、全員、次のいずれ

かのかたちで国民年金の被保険者とな
ります。

①農業・自営業・自由業等の人

　　　　　一第1号被保険者
②会社や官公庁などに勤めている人

　　　　　一第2号被保険者
③サラリーマンの奥さん（第2号被保

険者に扶養されている人）

　　　　　一第3号被保険者
　第2号被保険者については、国民年

金の届出は必要ありませんが、第3号

被保険者については手続きをして認定

を受けなければなりません。この手続

きをしないでおくと、将来、年金を受

けられなくなりますので、役場で必ず

手続きをしてください。

手続きをするときには④ご主人の年

金手帳◎健康保険証㊦印鑑が必要で丸

第1号被保険者は従来の国民年金被

保険者ですので、手続きはかわりあり

ません。

交通安全用品を寄贈

　中里村建設業協会と中皇村交通安全

協会から、新入学児童に傘とランドセ

ルカバー、小学校児童と保育園児に反

射材が寄贈されました。ありがとうご

ざいました。

　“注意一秒　ケガー生“

善意をありがとう

次の善意が社会福祉協議会へ寄せら

れました。

★香典返し

　　田中　滝沢金治氏　1万円
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会長

中島善一さん
　　　（本屋敷〉

　「生きがい」「はりあい」を求めて

発足した貝野詩吟会は、約20年も続い

て、今も週に一回の練習会を楽しく和

やかに続け。各地で発表しています。

　申すまでもなく詩吟は、中国そして

日本の偉人が作った漢詩を腹の底から

声高らかに朗詠するものであり、これ

が腹筋運動となり、大きな声を出すこ

とがストレスの解消となり￥詩文を理

解することで精神修養と、心身共に健

康の保持に役立ちます。

老若男女を問わず、いつどこでも練

習ができ、自分で楽しみまた、人からも

楽しんでいただける芸術文化の一つで

あります。明るく楽しい社会作りのた

めに、特に青少年の入会をお待ちして

います。連絡先　中島善一（63－3656）

［繍駆』

田沢小学校（5年）

高橋寛子さん

　お田さんが編み物をして

いるところをほりました。

毛糸の感じをだすために，

あみ目を丸くほるなど、工

夫しました。
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宮
中
集
落
の
子
ど
も
会
で
は
、
去
年

か
ら
雪
上
野
球
大
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
三
月
二
十
二
日
、
集
落
セ
ン
タ

ー
の
脇
で
行
わ
れ
二
十
三
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の

混
合
チ
ー
ム
な
の
で
実
力
は
段
違
い
で

す
が
、
そ
こ
は
上
級
生
が
う
ま
く
カ
バ

ー
し
ま
す
。
　
「
よ
し
、
当
て
て
い
け
」

上
級
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
「
カ
ー
ン
」

一
年
生
坊
主
が
雪
の
上
を
必
死
に
走
り

ま
す
。
観
戦
し
て
い
て
と
っ
て
も
和
や

か
な
雰
囲
気
で
す
。

鈴木勇児くん釜嚢是（角間）

ぼくんち広い遊び場があるんだ。

ピカピカの自転車も乗れるんだよ。

今度大好きなお兄ちゃんと一緒に保
育園に行くんだ。お母さんは、素直で

元気な子になってほしいと言ってるよ。

鯛

謎沸

鶏

　　雌懸
満菰

、
昭
子
耽
喉
．
ウ
煉

　
敏
礼
＝
二

橋
慧
イ
こ

　
　
　
け
象

　
高
　
か
印

　
　
　
っ
一

　
リ
ワ
き
第

｝
｝
Y
Y
｝
｝
Y
｝
γ

一
歩
一
歩

ッめ
了て

さん（苧川〉

　　　　⑳

欝

一路頂上を目ざす参加者たち

　　　　　　　　　　　　り知人の紹介で知り合いました。
　　　　　　　　　　　　り会う前は、小さいころの気かなそうな
　　　　　　　　　　　イメージがあったんですよ。でも会った瞬間
　　　　　　　　　　　この人だと決めました。ワとってもやさしそ

1露鎧叢難lll㌶1

スみ
　　　　　　｝　　　　　なかったんですけど、押しの一手に寄り切ら
　　　　　　｝　　　　　れたという感じですね。

†し1鞭㌃1鞍ll薦震繹ll
暇　　　かりなことは子どもの教育面ですね、子ども

＆　　　　の数が減って困ったことですね。
　よトトト》一》一》一》一》一｝一》一ト》．》一》一》一》一》＿》一ト

翻
鴇垂

打って走ってころんで思い出づくり

　
バ
ッ
ト
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
で
、

ボ
ー
ル
は
ビ
ニ
ー
ル
製
で
す
。
べ
ー
ス

は
、
た
ね
も
み
の
網
袋
に
雪
を
詰
め
た

特
製
の
も
の
で
す
。
タ
ー
ボ
ー
チ
ー
ム

と
ブ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
に
分
か
れ
戦
い
ま

し
た
が
、
結
果
は
ブ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
の

勝
利
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
雪
国
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

タ
な
遊
び
は
、
子
ど
も
の
心
に
深
く
刻

み
込
ま
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

無病息災を願う人たち

福
を
呼
邸
ダ
ン
ゴ
ま
き

　
お
釈
迦
様
は
、
百
歳
ま
で
の
寿
命
を

八
十
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

あ
と
の
二
十
年
分
の
寿
命
を
一
般
の
人

に
福
分
と
し
て
分
け
与
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
お
釈
迦
様
の
ダ
ン
ゴ
ま
き
で
す
。

ダ
ン
ゴ
の
丸
味
は
、
人
格
の
丸
味
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。

　
三
月
十
五
日
、
田
沢
本
村
の
泉
龍
寺

で
お
釈
迦
様
の
ダ
ン
ゴ
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
子
ど
も
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
な
ど
七
十
人
が
集
ま
り
、
あ

り
が
た
い
ダ
ン
ゴ
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
お
め
で
た
＊

な
つ
き
（
吉
楽
正
人
〉
上
　
山

　
望
　
　
（
鈴
木
博
文
）
重
　
地

武
　
志
（
村
山
健
一
）
東
田
沢

　
薫
　
（
樋
口
茂
吉
）
小
　
原

和
　
之
（
阿
部
昭
夫
）
新
屋
敷

春
　
香
（
高
野
茂
実
）
白
羽
毛

和
　
史
（
樋
口
洋
史
）
干
　
溝

大
　
棋
（
樋
口
芳
彦
）
通
り
山

＊
ご
結
婚
＊

擁
美
鞠
離
畷

癖
縣
畑
日
翫

｛
搾
鮎
躰
霧

＊
お
く
や
み
＊

滝
沢
ヨ
シ
イ
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田
　
中

　阿

部
　
チ
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8
6
　
新
屋
敷

山
本
　
敏
夫
　
7
4
　
小
　
出

小
巻
沢
ヨ
シ
　
7
8
　
通
り
山

江
村
　
芳
雄
　
8
3
　
山
　
崎

小
林
　
マ
サ
　
6
5
　
如
来
寺

斎
喜
　
ツ
マ
　
8
4
　
倉
　
俣

樋
口
　
　
舜
　
7
8
　
小
　
原

樋
口
　
武
男
　
7
1
　
荒
　
屋

南
雲
国
一
　
7
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堀
之
内
」

の
臆
報

鍮
歌
晶
顯

嚢
鉾
際

　
　
　
検
転
件
ゼ

¶
　
　
転
運
生
故

　
　
　
運
許
発
事

懇
鷲
難

　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

　
昨
年
の
人
身
事
故
発
生
件
数

二
十
二
件
と
い
う
不
名
誉
な
記

録
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
交

通
安
全
関
係
者
が
ガ
ン
バ
ッ
て

い
ま
す
。
関
係
者
が
い
く
ら
広

報
活
動
や
街
頭
指
導
等
に
力
を

入
れ
て
も
事
故
防
止
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
事
故
の
減
少
は

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
み
な
さ
ん

の
心
が
け
次
第
で
す
。
み
ん
な

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　よ　　　　　　ド　ら　の
　　　　、鹸へ　　　u　　　”ノ・
　　　　1自媚”’緬’
　　　　．蕪中　　　　　　　馳●　　　　　　　　リリじ　　　　　　　　じ

　　　　　　⑳　　’　　弓
　　　　　　　　　　・レ　　　　　　　　q一一　　　　　　　　　　ノ

　　　上高地村民ハイク

夏の上高地は、わたしたち訪問者を異国

文化の世界へ誘ってくれます。高くそびえ

る3000m級の岩山を背後に、梓川の澄んだ

流れは，緑の木々を映し出しまさに高サラ

ウンド感覚です。ここを訪ずれる多くの観

光客のマナーのよさには感心させられます。

河童橋、明神池さらに目的地である徳沢園

まで歩いてもコミひとつ落ちていません。

これには地元の人たちの自然を守ろうとい

う心がけが徹底しているものと思われます。

　　　　　　これからも上高地を
　　　　　　はじめ自然のもつすば

　　　　　　らしさを守り、いつま

　　　　　　でもわたしたちを楽し

　　　　　　ませてもらいたいもの

　　　　　　です。
　　　　．、轍灘清津山の会鈴木孝幸
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